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号



第十九号 武　蔵　一　宮 （２）

例
祭　

斎
行

　
八
月
一
日
午
前
十
時
よ
り
例
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
畏
き
辺
り
よ
り
勅
使
と
し
て

掌
典
の
前
田
章
利
様
の
御
参
向
の
も
と
厳
粛
に
行
い
、
皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の

安
寧
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
神
社
本
庁
統
理
の
御
名
代
に
神
社
本
庁
総
長
で
あ
る
石
清
水
八
幡
宮（
京
都
府
）の
田

中
恆
清
宮
司
、
大
野
元
裕
埼
玉
県
知
事（
代
理
）、
大
野
総
代
会
長
は
じ
め
氏
子
総
代
、

埼
玉
県
神
社
庁
庁
長
で
あ
る
三
峯
神
社
の
中
山
高
嶺
宮
司
、
県
内
神
職
、
限
定
し
て
招

待
し
た
崇
敬
者
な
ど
約
百
七
十
名
の
御
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。
御
参
列
に
あ
た
っ
て
は

昨
年
同
様
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
椅
子
の
配
置
、
手
指
消
毒
の
徹
底
、

祭
典
後
の
直
会
の
中
止
な
ど
の
対
策
を
と
り
ま
し
た
。

　
尚
、
町
内
山
車
・
神
輿
の
勅
使
奉
迎
は
昨
年
に
続
き
中
止
致
し
ま
し
た
。

堀
澤　
節

吉
澤
公
子

牧
野
安
甫　

久
保
田
満
寿

牧
田
範
男

内
田
す
ず
子

加
藤　
正

飯
野
直
紀　

蓜
島
雲
外

小
林　
瞳　

山
田
郁
子

島
﨑
英
子

金
田
石
城

山
北
知
子

清
水
昌
子

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

雪
洞
書
画
奉
納
者

　
例
祭
で
は
左
記
の
方
々
に
御
奉
納
頂
い

た
書
画
を
雪
洞
に
し
て
廻
廊
に
吊
り
下
げ

て
い
ま
す
。

参列者修祓楼門内の参列者祭典中、楼門前の参拝者



第十九号武　蔵　一　宮（３）

神
幸
祭
と
上
落
合
地
区

　

例
祭
に
際
し
左
記
の
皆
様
よ
り
御
神

酒
・
御
饌
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。
御
篤

志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
、

敬
称
略
）

　
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所

　
　
会
頭　
池
田
一
義

　
㈱
電
成
社

　
㈱
中
村
写
真
館

　
㈱
和
泉
空
調
設
備

　
㈱
榮
太
樓
總
本
舗

　
サ
ン
・
ア
ド
ニ
ィ
ス
㈲

　
ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ｏ
ｎ
ｅ

　
　
葵
原
僖
祐

　
み
ず
ほ
証
券
㈱
大
宮
支
店

　
㈱
武
蔵
野
銀
行

　
　
頭
取　
長
堀
和
正

　
㈱
不
動
テ
ト
ラ
北
関
東
支
店

　
　
支
店
長　
星
克
俊

　
㈱
丸
三
屋

　
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
大
宮
支
店

　
　
支
店
長　
谷
和
彦

　
解
脱
会

　
福
寿
堂

　
㈱
サ
ン
ベ
ル
ク
ス

　
　
代
表
取
締
役　
鈴
木
秀
夫

　
阿
含
宗
埼
玉
道
場

　
㈱
み
ど
り
建
設

　
　
代
表
取
締
役　
加
藤
芳
夫

　
鹿
島
神
宮　
宮
司　
鹿
島
則
良

　
藤
野
泰
功

　
篠
竹
靜
子

　
髙
木
洋
明

　
岳　
未
晶

奉
納
御
礼

神じ

ん

幸こ

う

祭さ

い　

斎
行

　
八
月
二
日
午
後
三
時
、

神
幸
祭
を
斎
行
致
し
ま
し

た
。
神
幸
祭
で
は
本
殿
で

神
輿
に
御
祭
神
の
御
霊
を

お
遷
し
し
た
後
、
神
橋
で

橋
上
祭
を
行
い
、
境
内
を

渡
御
し
本
殿
へ
と
還
御
致

し
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
に
続
き
神
輿
を
担
ぐ

與
丁
の
氏
子
奉
仕
が
か
な

わ
な
い
た
め
、
本
年
も
神

職
が
舞
殿
ま
で
神
輿
を
運

び
、
舞
殿
で
橋
上
祭
を
斎

行
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、

氏
子
代
表
者
に
は
御
参
列

の
上
、
玉
串
の
お
供
え
を

頂
き
ま
し
た
。

　
江
戸
期
の
当
社
の
社
領
は
三
〇
〇
石
あ
り
、

そ
の
内
二
〇
〇
石
は
上
落
合
地
区（
さ
い
た
ま

市
中
央
区
）か
ら
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
幕

府
か
ら
同
地
区
が
寄
進
さ
れ
た
の
は
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）で
、
年
貢
の
上
納
の
他
に
参
道
清

掃
や
夫
役
、
祭
礼
用
の
小
麦
の
薦
の
奉
納
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
年
の
太
政
官
布
告

に
よ
る
上
知
令
で
領
主
と
領
民
と
い
う
関
係
は

終
わ
り
ま
す
が
、
神
社
と
氏
子
の
つ
な
が
り
は

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
年
代
ま
で
は
麦
作
を
行
っ
て
い
た

農
家
が
十
軒
ほ
ど
あ
り
、
六
月
の
初
め
に
小
麦

藁
を
陰
干
し
し
て
ハ
カ
マ
取
り
を
行
い
、
七
月

に
茅
で
編
ん
で
薦
に
す
る
と
い
う
作
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
麦
農
家

は
不
在
と
な
り
ま
し

た
が
、
北
本
で
耕
作

さ
れ
た
小
麦
藁
が
上

落
合
地
区
の
氏
子
に

よ
り
、
ハ
カ
マ
取
り

や
薦
編
み
の
作
業
を

行
い
奉
納
さ
れ
、
神

幸
祭
や
橋
上
祭
で
は

斎
場
に
敷
き
つ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。



武　蔵　一　宮 （４）第十九号

七
月
　
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
登
山
）

　
　
三
十
一
日　
例
祭
前
日
祭

八
月
　
　
一
日　
例
祭

　
　
　
　
二
日　
神
幸
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
聖
火
）

　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
縣
護
國
神
社
み
た

　
　
　
　
　
　
　
ま
祭

九
月
　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
薄
）

　
　
　
　
　
　
　
敬
老
祭

　
　
二
十
三
日　
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　
　
　
秋
分
祭

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

　
献
詠
祭
で
は
、

八
雲
会
会
員
に

よ
る
和
歌
が
奏

上
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

神
楽
③　

神
楽
殿
で
の
里
神
楽

　
十
一
月
二
十
三
日
、
新
嘗
祭
あ
わ
せ
敬
神
講
社
大
祭
で
は
、
祭
典
中
に
舞
殿
で
禊み
そ
ぎ

の

舞
が
、
午
後
に
神
楽
殿
で
里
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
以
前
よ
り

続
く
神
楽
講
の
名
残
り
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
拝
殿
を
前
に
し
て
奉
納
さ
れ
る
舞
殿
で
の
神
楽
と
違
い
、
三
の
鳥
居
脇
の
神
楽
殿
で

は
御ご

幣へ
い

を
神
前
に
設
え
ま
す
。
神
前
を
前
と
す
る
か
、
後
と
す
る
か
は
地
域
に
よ
り
異

な
り
、
御
幣
の
数
も
異
な
り
ま
す
。

　
舞
人
は
、
能
の
影
響
を
強
く
受
け
た
面
や
衣
裳
を
着
替
え
る
事
で
人
か
ら
神
に
な
り

ま
す
。そ
の
性
格
は
神
話
に
登
場
す
る
神
や
道
化
、動
物
な
ど
役
柄
に
よ
り
様
々
で
す
。

　
ま
た
、
神
楽
を
構
成
す
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
の
が
囃
子
で
す
。
大
太
鼓
、
鞨か
っ
鼓こ

、

笛
な
ど
の
構
成
が
多
く
、
笛
は
横
笛
の
篠
笛
が
一
般
的
で
す
。
地
方
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
他
に
小
太
鼓
が
入
る
所
も
あ
り
、神
楽
笛
や
能
管
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例祭神幸祭

八雲神詠

大太鼓

鞨鼓篠笛と龍笛



武　蔵　一　宮（５） 第十九号
　
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で

氷
川
神
社
献
花
会
に
よ
る
献
華
の
奉

納
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
八
・九

月
は
緊
急
事
態
宣
言
中
の
為
、
中
止

致
し
ま
し
た
。

　
古
流
松
藤
会　
　
岩
波
理
豊

　
池
坊　
　
　
　
　
草
谷
智
花

　
草
月
流　
　
　
　
沖
山
草
俊

　
桂
古
流　
　
　
　
小
林
華
侊

　
古
流
松
藤
会　
　
川
嶋
理
智

　
桂
古
流　
　
　
　
高
橋
典
花

　
草
月
流　
　
　
　
竹
下
尚
峰

　
春
草
流　
　
　
　
栗
原
春
彩

　
七
月
五
日
、
ま
た
九
月
三
日
に
稲
荷

神
社
に
て
鳥
居
奉
納
奉
告
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

奉
納
献
華

鳥
居
奉
納
奉
告
祭

見
沼
田
ん
ぼ
の
小
麦
奉
納

七
五
三
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
説
明
会

例
祭
前
清
掃
奉
仕

社
頭
往
来

　
七
月
二
十
四
日
よ
り
貸
衣
裳
と
写

真
撮
影
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
七
五
三

の
説
明
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
七
月
三
十
日
午
前
十
一
時
、
武
蔵

野
銀
行
様
に
小
麦
を
奉
納
頂
き
、
奉

納
奉
告
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
七
日
午
前
九
時
よ
り
例

祭
前
の
神
域
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
は
台
風
８
号
の
影
響
に

よ
り
町
内
氏
子
の
奉
仕
は
中
止
、
氏

子
青
年
会
、
敬
神
婦
人
会
、
八
雲
会

で
の
清
掃
と
な
り
ま
し
た
。

７月５日　窪田智光様９月３日　竹村元秀様

勅使館清掃



武　蔵　一　宮 （６）第十九号
　
九
月
五
日
午
前
十
時
、
正
式
参
拝

の
後
、
柳
生
心
眼
流
兵
法
柳
正
館
会

員
に
よ
り
奉
納
演
武
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
令
和
四
年
正
月
に
御
奉
仕
頂
く
助

勤
希
望
者
に
向
け
説
明
会
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
一
日
か
ら
七
日
ま
で
で

男
子
三
十
名
、
女
子
百
五
十
名
募
集

の
予
定
で
す
。
八
月
二
十
二
日
に
第

一
回
説
明
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
、
表

千
家
同
門
会
埼
玉
県
支
部
献
茶
奉
賛

会
に
よ
る
献
茶
式
が
執
り
行
わ
れ
、

表
千
家
同
門
会
理
事
長
三
木
町
宗
行

宗
匠
の
御
奉
仕
に
て
神
前
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

柳
生
心
眼
流
兵
法
奉
納
演
武

助
勤
説
明
会

表
千
家
献
茶
式

七
月

　
　
　
五
日
　
敬
神
婦
人
会
役
員
会

　
　
　
五
日
　
一
万
人
の
お
宮
奉
仕

　
　
十
一
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
八
日
　
武
蔵
野
銀
行

八
月

　
　
　
八
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
二
日
　
助
勤
説
明
会

九
月
　
　

　
　
　
五
日
　
柳
生
心
眼
流
兵
法
柳
正
館

　
　
十
五
日
　
敬
神
講
社
理
事
会
、
評
議
員
会

　
　
十
五
日
　
参
道
対
策
会
議

　
　
十
九
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　

参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御

篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

・
一
万
人
の
お
宮
奉
仕
の
会

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

新
規
授
与
品
奉
製

　
九
月
十
三
日
よ
り
新
た
に
身
体
健

康
の
「
鉄
勾
玉
守
」、
十
九
日
よ
り

心
願
成
就
の
「
御
力
守
」
の
授
与
を

開
始
致
し
ま
し
た
。

（表面）
御姿、神詠

（裏面）
八雲、楼門

鉄勾玉守　1500円

御力守　1500円



武　蔵　一　宮（７） 第十九号

結
婚
式
専
用　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

婚
礼
展
示
会　

模
擬
挙
式
実
施

　
九
月
二
十
日
午
後
二
時
よ
り
婚
礼
展
示
会
を
開
催
、
今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
本
殿
で
の
模
擬
挙

式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
婚
礼
衣
装
の
展
示
や
撮
影
に
関
す
る
御
相
談
、
披
露
宴
の
お
料
理
、

引
き
出
物
の
御
紹
介
な
ど
従
来
の
結
婚
式
や
披
露
宴
を
想
定
し
た
も
の
で
し
た
。

　
少
人
数
や
お
二
人
だ
け
で
の
挙
式
な
ど
、
様
々
な
御
要
望
に
お
応
え
し
て
お
り
ま
す
。
御
婚
礼
に

関
す
る
御
質
問
、
お
問
い
合
わ
せ
は
結
婚
式
御
用
部
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
婚
式
御
用
部
　
社
務
所
一
階 （
九
時
～
十
六
時
　
無
休
） 

☎
〇
四
八-

六
四
一-

〇
一
三
七

　

こ
の
度
、
新
た
に
結
婚
式

に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
致
し
ま
し
た
。

　

結
婚
式
プ
ラ
ン
の
御
紹
介

や
神
前
挙
式
の
素
晴
ら
し
さ

な
ど
を
御
紹
介
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
結
婚
式
専
用
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
始
し

て
お
り
ま
す
。

新規ページアドレス

https://wedding.musashiichinomiya-
hikawa.or.jp/

結婚式専用インスタグラム



武　蔵　一　宮 （８）第十九号

氷川神社分社紹介

川
越
氷
川
神
社

御
祭
神

素
盞
鳴
尊
、
奇
稲
田
姫
命
、

大
己
貴
命
、
手
摩
乳
命
、
脚
摩
乳
命

　
創
建
に
つ
い
て
は
、
氾
濫
を
繰
り

返
し
幾
度
も
流
れ
を
変
え
て
来
た
入

間
川
を
畏
怖
す
る
と
と
も
に
神
聖
視

し
、
出
雲
の
簸
川
に
見
立
て
大
宮
の

氷
川
神
社
を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。
中
世
に
入
る
と
太
田
道
真
、

道
灌
父
子
に
よ
り
河
越
城
が
築
城
さ

れ
、
以
後
歴
代
城
主
に
よ
る
篤
い
崇

敬
を
受
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
元
年
、
明
治
天
皇
は
東
京
に
奠
都
、
十
月
十
三
日
に
東
京
に

着
御
さ
れ
る
と
同
月
十
七
日
に
当
社
に
勅
書
を
賜
い
勅
祭
の
社
と
お

定
め
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
月
二
十
八
日
に
は
御
自
ら
装
束
を

お
召
し
に
な
り
御
親
祭
を
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
幸
の
御
列

は
鳳
輦
を
中
心
に
武
士
や
軍
楽
隊
、
公
卿
な
ど
約
五
百
四
十
名
と
い

う
盛
大
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
様
子
を
現
在
に
伝
え
る
の
が
幅
約

四
十
セ
ン
チ
、
長
さ
約
十
三

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
『
氷
川
神

社
行
幸
絵
巻
』
で
す
。

　

作
者
は
嘉
永
二
年
、
足
立

郡
下
木
崎
村
に
生
ま
れ
た
石

田
致
隆
で
、
明
治
二
年
に
川

越
氷
川
神
社
社
家
の
山
田
家

に
養
嗣
子
と
し
て
入
り
、
名

を
山
田
衛も
り
居い

と
改
め
ま
す
。

　

衛
居
は
、
大
熊
渓
雲
か
ら

和
漢
学
と
絵
画
を
、
ま
た
江

戸
に
出
て
菊
池
容
斎
に
歴
史

画
を
、
平
田
延
胤
に
国
学
を

学
ぶ
な
ど
画
家
、
国
学
者
と

し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。

　

衛
居
は
行
幸
絵
巻
だ
け
で

は
な
く
、
浦
和
宿
本
陣
の
星

野
権
兵
衛
家
が
行
幸
の
際
に

宿
泊
所
を
務
め
た
様
子
な
ど

も
描
き
残
し
て
い
ま
す
。

明治天皇行幸浦和駅行在吉景略図山田衛居



武　蔵　一　宮（９） 第十九号

地
域
の
氏
神
神
社
紹
介
①

　
氷
川
神
社
は
武
蔵
国
の
一
の
宮
と
し
て
広
く
守
護
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
社
以
外
に
も
古
く
か
ら
「
村
の
鎮
守
」、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
神

社
が
ご
ざ
い
ま
す
。

上
落
合　

神
明
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
中
央
区

上
落
合
一
‒
十
‒
三

由
　
緒　

�

伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
村
人

が
御
師
よ
り
受
け
た
御
祓

大
麻
を
祀
っ
た
事
に
由
来
。

社
殿
は
、
古
く
は
茅
葺
屋

根
の
入
母
屋
作
り
だ
っ
た

が
、
昭
和
五
十
八
年
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
改

築
。

鷲
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

大
和
田
町
二
‒
四
六
三

由
　
緒　

�

葛
飾
郡
の
鷲
宮
神
社
の
分

霊
を
祀
っ
た
神
社
。
豪
壮
な

唐
破
風
屋
根
の
社
殿
は
総

欅
の
入
母
屋
作
り
で
安
政

二
年（
一
八
五
五
）の
建
造
と

伝
え
る
。十
月
の
例
大
祭
は
、

お
日
待
ち
祭
で
鯉
が
供
え

ら
れ
る
。

御祭神　天照大御神

御祭神　天穂日命

加
茂
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
北
区

宮
原
町
四
‒
八
‒
一

由
　
緒　

�

賀
茂
別
雷
神
社
の
分
霊
を

祀
っ
た
為
、
加
茂
神
社
の
社

名
と
な
り
、
村
名
の
由
来
と

な
っ
た
。
大
正
八
年
に
拝
殿

が
消
失
し
た
が
本
殿
の
類
焼

は
免
れ
た
。
本
殿
は
一
間
社

流
造
り
、
壁
面
に
は
競
べ
馬

の
図
が
彫
ら
れ
て
い
る
。御祭神　別雷神

天
沼
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

天
沼
町
一
‒
三
九
四

由
　
緒　

�

熊
野
大
社
の
分
霊
を
祀
っ
た

為
、
熊
野
神
社
と
号
し
た

が
、
明
治
四
十
一
年
に
天
沼

神
社
に
改
称
。
瓦
葺
の
社

殿
は
明
治
十
年
の
造
営
。

御
神
木
の
楠
の
木
に
は
、
令

和
へ
の
改
元
を
機
に
、
注
連

縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。御祭神

伊弉諾尊　伊弉冉尊　天照大御神



武　蔵　一　宮 （10）第十九号

　
幣へ

い

神し
ん

は
御
幣
、
幣へ

い

束そ
く

、
お
正
月
様
、
釜か

ま

〆じ
め

な
ど
様
々
な
呼
び
名
が
あ
り
、
神
様
へ
の
お
供
え
物
で
あ
る
と
同
時
に

御
神
体
や
神
様
の
依
代
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
に
よ
り
色
も
形
も
異
な
り
、
祀
る
期
間
も
松
の
内
、
小
正
月
、

通
年
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
紙し

垂で

は
八は

っ

丁ち
ょ
う

〆じ
め

と
も
い
い
、
神
聖
な
場
所
を
区
切
る
印
と
し
て
注
連
縄
に
付
け
ま
す
。
枚
数
は
四
枚
の
四よ

垂た

れ
、

八
枚
の
八や

垂た

れ
で
す
。
注
連
縄
を
張
る
場
所
は
神
棚
の
他
、
床
の
間
や
玄
関
先
な
ど
で
す
。

　
お
祓
い
は
神
棚
や
家
の
各
部
屋
や
人
を
お
祓
い
す
る
の
に
使
用
し
ま
す
が
、
大
晦
日
に
行
う
為
、
晦
日
祓
い
と
も

い
い
ま
す
。
左
・
右
・
左
と
振
っ
て
祓
い
、
使
用
後
は
神
社
に
納
め
る
か
、
玄
関
脇
や
門
口
に
立
て
道
祖
神
に
捧
げ

て
納
め
ま
す
。
お
祓
い
を
社
頭
で
授
与
す
る
の
は
年
末
だ
け
で
す
が
、
忌
服
期
間
中
に
ど
う
し
て
も
欠
席
出
来
な
い

行
事
な
ど
が
あ
る
場
合
に
受
け
る
服
祓
い
で
は
、
お
札
で
は
な
く
お
祓
い
を
お
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
準
備　

幣
神
・
紙
垂
・
お
祓
い

幣神を祀る場所と祭神名

　歳神様はお米の神様であり御先祖様であるともいわれ
ます。歳神様用の神棚や床の間で祀る、または神棚で氏
神様とあわせてお祀りする事も出来ます。
　火や水は生活に欠かせない為、それらを司る神様は家
の要所要所で祀られます。荒神様とは民間で信仰される
火の神や土地の神の事で、三宝荒神とも呼ばれます。三
宝とは火の神・土の神・竈の神、或いは竈神・奥津日子命・
奥津比売命などとされます。
　荒神様の信仰内容は多様で、屋内で祀られる場合は火
や竈の神、屋外で祀られる場合は屋敷や地域、一族の守
護神で農耕の神として信仰されます。

場所 祭神名
神棚 天照大御神・氏神・歳神・崇敬神

歳神棚 歳神
台所 荒神・火の神

床の間 歳神
トイレ 水の神・便所神
玄関 塞の神

門・門口 門の神・祓戸の神
邸内社 稲荷神・恵比須神・大国神など
井戸 井戸の神・水の神

12月中旬から年末まで神札所で授与致します

お祓い幣神紙垂

　

す
す
払
い
は
、
全
国
的
に
十
二
月

十
三
日
に
行
わ
れ
る
事
が
多
く
、
そ
の

頃
に
は
全
国
の
神
社
仏
閣
で
行
わ
れ

た
様
子
が
年
末
の
風
物
詩
と
し
て
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　

　
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
家
の
煤
を
払

い
内
外
の
掃
除
を
行
い
ま
す
が
、
近
年

で
は
年
末
の
大
掃
除
と
し
て
行
わ
れ
、

す
す
払
い
の
意
識
は
無
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
す
す
払
い
の
事
を
正
月
迎
え
、
こ
と

は
じ
め
、
え
え
こ
と
は
じ
め
、
ま
つ
な

ら
し
等
と
呼
ぶ
地
域
も
あ
り
、
掃
除

と
と
も
に
お
正
月
に
歳
神
様
を
お
迎

え
す
る
、
お
正
月
準
備
の
は
じ
め
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
の
大
掃
除
は
神
棚
の
掃
除
か

ら
始
め
て
頂
き
気
持
ち
よ
く
年
を
越

し
て
新
し
い
年
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

年
越
し
の
行
事　

す
す
払
い本殿のすす払い



武　蔵　一　宮（11） 第十九号

郵
送
祈
祷
の
御
案
内

お
札
・
お
守
等
の
郵
送

　
当
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
来
社
の
叶
わ
な
い
方
に
、
郵
送
で
の
祈
祷
や
神
札

の
授
与
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
御
希
望
の
方
は
、
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
御
記
入
の

上
、
初
穂
料（
五
千
円
か
ら
）と
郵
送
料（
千
円
）を
添

え
て
現
金
書
留
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
現
金
書
留
が
届
き
ま
し
た
ら
、
当
社
よ
り
確
認
の

御
連
絡
を
致
し
ま
す
。
確
認
後
、
御
神
前
に
て
御
祈

祷
申
し
上
げ
た
お
札
、
祈
祷
お
守
を
お
送
り
致
し
ま

す
。
お
札
一
体
に
つ
き
、
一
つ
だ
け
の
願
意
と
な
り

ま
す
。
祈
祷
以
外
の
神
札
・
お
守
の
申
込
書
は
別
に

な
り
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

　
送
り
先　
〒
三
三
〇
‐
〇
八
〇
三

　
　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
一
‐
四
〇
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

氷
川
神
社
社
務
所

 

御
祈
祷
札
以
外
の
お
札
、
お
守
の
郵
送
を
御
希
望
の
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
授
与
品
」
ペ
ー
ジ
よ
り
お

札
、
お
守
を
お
選
び
下
さ
い
。
下
記
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
印
刷
し
て
頂
き
、
必
要
事
項
を
御
記
入

の
上
、初
穂
料
と
郵
送
料（
五
百
円
）を
添
え
て
現
金
書
留
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。尚
、破
魔
矢
・
鏑
矢
・

干
支
土
鈴（
大
）・
福
熊
手（
大
）が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
着
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
郵
送
料
は
不
要
で
す
。

現
金
書
留
が
届
き
ま
し
た
ら
、
当
社
よ
り
確
認
の
御
連
絡
を
し
た
後
、
発
送
致
し
ま
す
。

　
季
節
限
定
の
特
別
紙
朱
印
を
御
希
望
の
方
は
、
申
込
書
の
「
お
札
、
お
守
名
」
の
欄
に
「
特
別
紙
朱
印
」

と
御
記
入
下
さ
い
。
紙
朱
印
の
み
御
希
望
の
場
合
は
送
料
が
百
円
と
な
り
ま
す
。

郵送祈祷の案内ページ
二次元コード

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
来
社
が
叶
わ
な
い
方
の
た
め
に

正月の縁起物 （写真は令和３年のものです）

令和３年  正月 令和２年  大湯祭 令和２年  大湯祭

大湯祭  福熊手 大湯祭  福財布
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第
二
十
号
は
令
和
四
年

　
　
　
　
　
　
一
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

　

本
年
も
十
一
月
一
日
よ
り
十
五
日
ま

で
菊
花
展
が
開
催
。
年
中
行
事
の
お
知
ら

せ
、
特
別
紙
朱
印
の
他
、
最
新
の
御
案
内

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令和４年の厄年（数え年）

数え年 前厄 本厄 後厄

男 の 厄 25 才
平成
11 年

平成
10 年

平成
 ９ 年

男の大厄 42 才
昭和
57 年

昭和
56 年

昭和
55 年

男 女 厄 61 才
昭和
38 年

昭和
37 年

昭和
36 年

数え年 前厄 本厄 後厄

女 の 厄 19 才
平成
17 年

平成
16 年

平成
15 年

女の大厄 33 才
平成
 ３ 年

平成
 ２ 年

昭和 64 年
平成  元 年

女の小厄 37 才
昭和
62 年

昭和
61 年

昭和
60 年

令和４年の方位除（数え年）

  北　東　  南　西　

昭和

 ４ 年 94 才 大正 大正 15 年
昭和 元 年

97 才

13 年 85 才

昭和

10 年 88 才

22 年 76 才 19 年 79 才

31 年 67 才 28 年 70 才

40 年 58 才 37 年 61 才

49 年 49 才 46 年 52 才

58 年 40 才 55 年 43 才

平成

 ４ 年 31 才
昭和 64 年
平成  元 年

34 才

13 年 22 才

平成

10 年 25 才

22 年 13 才 19 年 16 才

平成 31 年
令和 元 年

 ４ 才 28 年  ７ 才

  中央 （八方除）　 北
大正 12 年 100 才

昭和

２ 年 96 才

昭和

 ７ 年 91 才 11 年 87 才

16 年 82 才 20 年 78 才

25 年 73 才 29 年 69 才

34 年 64 才 38 年 60 才

43 年 55 才 47 年 51 才

52 年 46 才 56 年 42 才

61 年 37 才

平成

２ 年 33 才

平成

 ７ 年 28 才 11 年 24 才

16 年 19 才 20 年 15 才

25 年 10 才 29 年  ６ 才


